
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０３６ 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「最新情報Ⅰ」（実教出版） 

副教材等 最新情報Ⅰ学習ノート、最新情報Ⅰ第 6章 Python版＋ノート（実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・実践的・体験的な学習を通して、コンピュータやネットワークについて学び、日常使っている

ICT機器に対して、理解を深め、良い使い方は何かを考えましょう。 

・コンピュータやネットワークを利用したコミュニケーションについて、演習等を通して考え、コ

ミュニケーション能力の向上を図りましょう。 

・情報の授業で学習した内容を他教科や学校行事・クラブ活動にも活かしていきましょう。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行うこと

ができる。 

・コンピュータやデータの活用について理解を深め、情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する

ことができる。 

・効果的なコミュニケーションの実現をはかり、高度情報通信社会に主体的に参画することができ

る。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報と情報技術を問題の発

見・解決に活用するための

知識について理解し、技能

を身に付けているととも

に、情報化の進展する社会

の特質及びそのような社会

と人間との関わりについて

理解している。 

事象を情報とその結び付きの

視点から捉え、問題の発見・

解決に向けて情報と情報技術

を適切かつ効果的に用いてい

る。 

情報社会との関わりについて

考えながら、問題の発見・解

決に向けて主体的に情報と情

報技術を活用し、自ら評価し

改善しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

情
報
社
会 

・情報社会の現状につい

て理解する。 

・情報の特性について理

解する。 

・情報のモラルと情報化

が個人に及ぼす影響に

ついて理解する。 

a: データ、情報、知識の意味と

相互の関係について説明するこ

とができる。情報社会と人間との

関わりについて考え、理解するこ

とができる。 

b: ビッグデータの活用例を挙

げることができる。SNSの活用な

ど、不特定多数を対象としたコミ

ュニケーションの注意点を挙げ

ることができる。情報と情報技術

の活用により加害者にならない

ための注意点や被害者にならな

いための対策方法をそれぞれ挙

げることができる。 

c: 情報社会の現状についてイ

ンターネット等で調べようとし

ている。ネット依存等、情報化が

個人に及ぼす影響について考え、

自らの情報活用について振り返

り、改善方法しようとしている。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

学習ノート 

 

定期考査 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

学習ノート 

 

 

情
報
社
会
の
法
規
と
権
利 

・知的財産権について理解

する。 

・他人の著作物を適切に利

用したり、自分の著作物を公

開したりする方法を理解す

る。 

・個人情報とプライバシーに

ついて理解し、それらを保護

する方法を身に付ける。 

a: 知的財産権の概要について

説明することができる。著作権の

例外規定や著作物の利用条件に

したがって、著作物を適切に利用

することができる。 

b: 他人や自分の個人情報とプ

ライバシーを適切に取り扱う際

の注意点を挙げることができる。 

c: 問題を解決するために、知的

財産を適切に活用し、主体的に創

作活動に参画しようとしている。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

学習ノート 

 

定期考査 

 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

学習ノート 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

情
報
技
術
が
築
く
新
し
い
社
会 

・社会の中で利活用されて

いる情報技術について理解

する。 

・様々な情報技術について

理解し、課題解決の方法を

について考える。 

a: 人工知能、IoT、仮想現実や

拡張現実についてそれぞれ説明

することができる。 

b: POS システム、電子マネー、

電子決済の仕組みを実例を挙げ

て説明することができる。 

c: 社会の中の情報システムに

ついて、興味や関心を持ってい

る。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

学習ノート 

 

定期考査 

 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

学習ノート 

 

 

メ
デ
ィ
ア
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

・メディアには種類があること

を理解し、メディアの発達に

ついて知る。 

・メディアの特性について理

解し、目的に応じたメディア

を選択することができる。 

・コミュニケーションの形態に

は違いがあることを理解す

る。 

・インターネットを活用したコ

ミュニケーションの特徴につ

いて理解する。 

a: 様々なメディアを分類する

ことができる。メディアを活用し

たり、メディアを用いてコミュニ

ケーションを図ったりすること

ができる。電子メール SNSなど、

インターネットを利用する各種

メディアとその特性について説

明することができる。 

b: 伝達する情報に応じて適切

に表現メディアや情報メディア

を選択して表現することができ

る。情報の信憑性や信頼性につい

て吟味し、情報の真意を読み解く

ことができる。コミュニケーショ

ンの方法を発信者と受信者の人

数、位置関係、同期性により分類

することができる。コミュニケー

ションの形態や特性を考え、コミ

ュニケーションの目的に沿った

方法を選択することができる。 

c: メディアから収集する情報

を批判的に思考し、主体的に読み

解こうとする態度を身に付けて

いる。自らのメディア活用につい

て振り返り、より効果的な表現や

情報伝達ができるように改善し

ようとしている。コミュニケーシ

ョンを図る活動を行い、自己評価

や相互評価に基づいてコミュニ

ケーションの技能を改善しよう

としている。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

学習ノート 

 

定期考査 

 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

学習ノート 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

情
報
デ
ザ
イ
ン 

・社会の中で利用されている

情報デザインについて理解

する。 

・情報を正確に、わかりやす

く伝える方法について理解

する。 

a: 情報バリアフリー、ユニバー

サルデザインの意味と目的につ

いて説明することができる。情報

をわかりやすく伝達するための

文字や図の表現の工夫、表やグラ

フ、配色の工夫など基本的な方法

を理解している。 

b: 情報バリアフリーやユニバ

ーサルデザインについて、身近な

例を挙げることができる。目的に

沿って、情報を視覚化したり配色

を考えて表現することができる。 

c: 効果的なコミュニケーショ

ンや問題解決のために、主体的に

情報を整理したり、わかりやすく

伝達したり、操作性を高めたりす

る努力をしようとしている。情報

をわかりやすく伝達するために、

文字や図、表やグラフなどを工夫

して表現する学習活動を自ら進

んで行い、評価を受けて改善を図

ろうとしている。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

学習ノート 

 

定期考査 

 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

学習ノート 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

情
報
デ
ザ
イ
ン
の
実
践 

・報告書やレポート、論文を

作成するための手順につい

て理解する。 

・プレゼンテーションの手順

とスライド作成について理解

する。 

・Web ページ作成の方法に

ついて理解する。 

a: 文献やインターネットから

情報を収集したり、調査等を行っ

て情報を収集したりすることが

できる。実際にプレゼンテーショ

ンのためのスライド等の資料を

コンピュータで作成することが

できる。 

b: 報告者やレポートの目的に

沿って、情報を収集し、文書の構

成やレイアウト等の体裁を考え

ながら、ワープロを用いて読む人

が理解しやすい文書を作成する

ことができる。プレゼンテーショ

ンソフトを用いてわかりやすい

スライド資料を作成し、適切かつ

効果的にプレゼンテーションを

行うことができる。HTML と CSS

を用いて情報デザインを配慮し

た Webページを作成し、情報を公

開することができる。 

c: わかりやすい報告書やレポ

ートを作成するため、文書の構成

やレイアウトについて自ら進ん

で工夫し、教員の助言や相互評価

に基づいて改善しようとしてい

る。説得力のあるプレゼンテーシ

ョンを行うため、スライドの作成

やリハーサルに取り組み、フィー

ドバックを行いながら、よりよい

プレゼンテーションになるよう

粘り強く準備を進めている。プレ

ゼンテーションの実施や Web ペ

ージの公開にあたって、情報伝達

の目的に適合するコンテンツ制

作に努め、試行錯誤しながら個人

やグループのコンテンツ制作の

技能を高めようとしている。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

発表 

 

学習ノート 

 

定期考査 

 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

発表 

 

学習ノート 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
成 

・コンピュータの構成と動作

の仕組みについて理解す

る。 

・ソフトウェアの種類とインタ

ーフェースについて理解す

る。 

a: コンピュータの構成や計算

の仕組みについて説明すること

ができる。ソフトウェアの種類と

その働きを説明することができ

る。ハードウェア、OS、応用ソフ

トウェアの関係を説明すること

ができる。 

b: コンピュータの計算の仕組

みについて、順序立てて説明する

ことができる。情報機器を相互に

接続するために、適切なインタフ

ェースを選択することができる。 

c: コンピュータを構成する装

置とその性能について興味・関心

を示し、自分で調べようとしてい

る。コンピュータが計算する仕組

みについて興味・関心を持ち、粘

り強く理解しようとする。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

学習ノート 

 

定期考査 

 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

学習ノート 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化 

・アナログとデジタルの違い

について理解する。 

・2 進数と情報量の関係につ

いて理解する。 

・コンピュータの演算の仕組

みを理解する。 

・数値や文字をデジタル化

する方法を理解する。 

・コンピュータでの数値の計

算方法について理解する。 

・音声をデジタルで表現する

方法について理解する。 

・静止画や動画をデジタル

で表現する方法について理

解する。 

・情報のデータ量を小さくす

る方法について理解する。 

 

a: アナログとデジタルの概念

とその違いを理解している。2進

数・10 進数・16 進数を相互に変

換することができる。2進数・10

進数・16 進数を相互に変換する

ことができる。2進数の加算や減

算をすることができる。音声のデ

ータ量を計算できる。静止画や動

画等のデータ量を計算できる。 

b: アナログとデジタルを比較

し、その特徴を適切に説明でき

る。情報量を適切な単位で表現し

たり、変換したりできる。2 進

数・10 進数・16 進数を用い、目

的に応じて適切に情報量を表現

できる。音声の情報を目的に応じ

て適切にデジタルで表現できる。

画像の情報を目的に応じて適切

にデジタルで表現できる。圧縮率

から圧縮効率を判断することが

できる。 

c: 情報のデジタル化について、

より深く理解しようとしている。

コンピュータによる演算や数値

計算の仕組みについて関心を示

し、理解しようとしている。数

値・文字・音声・画像などのデジ

タル化された情報を、主体的かつ

適切に取り扱おうとしている。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

学習ノート 

 

定期考査 

 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

学習ノート 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

後
期 

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

・情報通信ネットワークの構

成について理解する。 

・ネットワークを効率的に利

用するための取り決めにつ

いて理解する。 

・Web ページとメールの仕組

みについて理解する。 

・ネットワークを通じてデータ

を効率よく転送する工夫に

ついて理解する。 

 

a: LANを構成する機器について、

それらの役割を説明することが

できる。インターネット通信の階

層構造、各プロトコルの働きにつ

いて説明することができる。WWW

や電子メールなど、インターネッ

トのサービスの内容と基本的な

仕組みを説明することができる。

通信データの転送速度とファイ

ルを圧縮する意義について理解

している。 

b: 目的に沿って、LAN を構成す

る情報機器の接続を適切に考え

ることができる。ファイルのデー

タを効率的に圧縮して転送する

ことができる。 

c: 実際に利用しているネット

ワークの構成について自ら調べ、

問題を指摘してネットワークの

改善につなげようとしている。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

学習ノート 

 

定期考査 

 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

学習ノート 

 

 

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

・脅威に対する様々な安全

対策について理解する。 

・情報セキュリティを確保す

る方法と技術について理解

する。 

・情報を安全に取り扱うため

の技術について理解する。 

 

a: 適切なパスワードを作成し、

設定することができる。不正アク

セスなどサイバー犯罪の種類や

内容、被害の実態、およびその対

策方法について説明することが

できる。情報セキュリティポリシ

ーの概要や意義について説明す

ることができる。 

b: パスワードの設定と管理に

ついて考え、適切に判断して実行

することができる。情報セキュリ

ティの確保に向けて、目的に応じ

て、アクセス制御やフィルタリン

グなど適切な方法を選択するこ

とができる。 

c: 情報セキュリティポリシー

の必要性を感じている。暗号の利

用など、情報セキュリティを維持

するための技術に関心を持って

いる。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

学習ノート 

 

定期考査 

 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

学習ノート 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

問
題
解
決 

・問題解決の手順について

理解する。 

・問題の発見の方法につい

て理解する。 

・問題を明確化する方法に

ついて理解する。 

・解決案を検討したり、整理・

分析したりする方法につい

て理解する。 

・合意形成を目指した解決

案を決定する方法について

理解する。 

・実行した解決案を評価する

方法について理解する。 

a: 問題や問題解決の意味、問題

解決の手順について説明するこ

とができる。問題の解決案を検討

するために、情報の収集・整理す

ることができる。 

b: 問題発見のための現状分析

の方法を考え、適切に選択でき

る。個人あるいはグループで解決

案を検討し、制約条件の中で最適

な解決案を判断して決定できる。 

c: 主体的に問題解決に取り組

み貢献しようとしている。試行錯

誤しながら、粘り強く問題の発

見・解決に取り組んでいる。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

定期考査 

 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

 

デ
ー
タ
の
活
用 

・データを収集したり、整理

したりする方法について理

解する。 

・表計算ソフトの活用方法に

ついて理解する。 

・データを適切なグラフや図

に表現する方法を理解す

る。 

・データ分析の手法につい

て理解する。 

 

a: 表計算ソフトを用いて適切

にデータの並べ替えや抽出など

ができる。グラフの種類や機能を

理解し、表計算ソフトを用いてデ

ータをグラフ化することができ

る。 

b: 問題解決の目的や内容に適

したデータを選択して収集する

力がある。問題解決の目的に応じ

て、データをグラフ等で適切に可

視化して表現する力がある。 

c: 問題の発見や解決のために、

オープンデータの選択やサンプ

リングなど、データを主体的に収

集しようとする。問題解決のため

のデータ分析を、試行錯誤しなが

ら粘り強く行うことができる。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

定期考査 

 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

モ
デ
ル
化 

・モデル化の意味について

理解する。 

・モデル化の分類について

理解する。 

・モデル化する手順と方法を

理解し、様々なモデルを作

成する。 

a: モデル化およびシミュレー

ションの意味について説明する

ことができる。モデル化の基本的

な手順について説明することが

できる。 

b: モデル化およびシミュレー

ションが、社会の問題解決に果た

す役割について考え、事例を挙げ

て説明することができる。モデル

化の目的を明確にして適切にモ

デルの構造を決定し、モデルを数

式などで表現することができる。 

c: 現実の現象についてのモデ

ル化に関心を持ち、自ら進んでモ

デル化を試みるなど、主体的に学

習に取り組んでいる。作成したモ

デルに対し、目的を達成している

かの観点で自己評価、および相互

評価を行ってモデルの改善に努

めようとする。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

定期考査 

 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン 

・シミュレーションの意義に

ついて理解し、確率的モデ

ルのシミュレーションを行う。 

・問題解決のためにシミュレ

ーションを活用する。 

a: シミュレーションの意義や

方法について説明することがで

きる。 

b: 例題のシミュレーションの

結果は、試行するたびに変化する

ことの意味を考え、確率的モデル

と他のモデルとを比較・検討する

ことができる。 

c: 店舗の待ち行列など、具体的

な事象のシミュレーションに関

心を持ち、シミュレーションを用

いた問題解決を意欲的に取り組

む。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

定期考査 

 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
方
法 

・アルゴリズムを用いてプロ

グラムを表現する方法を理

解する。 

・プログラミング言語の種類

とその特徴について理解す

る。 

a: アルゴリズムの基本制御構

造（順次、選択、反復）の違いに

ついて説明することができる。 

b: 基本制御構造（順次・選択・

反復）を適切に用いて、簡単なア

ルゴリズムを表現できる。 

c: 問題解決のためのアルゴリ

ズムを考える学習に、主体的に取

り組んでいる。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

定期考査 

 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
実
践 

・変数を使用したプログラム

を作成する。 

・関数を使用したプログラム

を作成する。 

・多くのデータから目的のデ

ータを探し出すプログラムを

作成する。 

a: 変数を使用して選択構造や

反復構造のプログラムを作成す

ることができる。 

b: 問題解決のアルゴリズムに

したがって、基本制御構造を使用

して適切かつ効率的にプログラ

ムを作成することができる。 

c: 問題解決のためのアルゴリ

ズムを考え、粘り強く試行錯誤し

ながらプログラムを作成するこ

とができる。 

 

実習課題 

 

定期考査 

実習課題 

 

定期考査 

 

 

授業観察 

 

実習課題 

 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


